
 

  駒本の力 

 

全学級毎週の学級便りに見る「愛」と「熱」  

 駒本小の子どもたちや保護者にとっては当たり前のことなのかもしれませんが、駒本小

の先生方の「愛」と「熱」を感じるのが、全学級毎週の学級便りの発行です。教職につい

て３０年間以上になりますが、全学級が毎週必ず、週末に学級便りを発行している学校は

初めてです。そこには、次週の学習予定が書かれています。子どもたちにとっても保護者

にとっても道具や学習用具の準備が事前に分かるとともに、次週の予定の見通しがつくと

いう点でも、とても優れた配慮となっています。また、保護者のみなさんにお知らせした

いことも書かれており、役に立っていると思います。さらに、子どもたちの日常の様子が

書かれているときもあり、学校やクラスの状況を知る貴重な情報になっていることと思い

ます。学級便りを毎週出す先生というのは、私も含めてたくさんいました。しかしながら、

「駒本の力」は、全学級が発行しているということです。これは簡単ではありませんし、

全学級の担任が意思を統一して、これに取り組んできているというのは、先生方の子ども

たちやご家庭への深い「愛」と使命感に基づく「熱」を感じざるを得ません。公教育で重

要なことは、品質保証です。だれか一人二人ということでなく、全員が取り組むことで教

育活動の質を高め、学校としての品質を保証することができます。 

 １年１組「えがお１くみ」、１年２組「はじ

めのいっぽ」、２年１組「だいすき」、２年２

組「ほーむ」、３年１組「キヨオラ」、３年２

組「ＦＬＯＷＥＲ」、４年１組「ブリッジ」、

５年１組「ＳＯＮＲＩＳＡ（笑顔）」、５年２

組「Ｈａｒｍｏｎｙ」、６年１組「ＡＫＧ」、

むくの木「むくの木」と、担任の先生方の思い

が溢れる名前ばかりです。 

 左のものは、３年１組の学級便りの表面です。

当然、裏面もあり、保護者の方へのお願いなど

が記載されています。 

 保護者の方には、どうぞ毎週の学級便りを楽

しみにすると共に、たまにで結構ですから、各

担任に感想などをお寄せいただけますようお願

いいたします。それによって担任たちの「愛」

と「熱」は、さらに高まっていくことと思いま

す。  
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「愛と熱と力」の朝練習  

 ５月に入っての朝、子どもたち一人一人と挨拶をしていると聞こえてくるが、子どもた

ちの朝の活動の様子です。体育館からは、応援団の子どもたちの大きな声です。６年生の

団長男子二人を中心とする練習の声には、「ふれあい運動会」を絶対に成功させるぞとい

う、「熱」がこもっています。そうこうしていると、音楽室からは鼓笛隊の太鼓や楽器の

練習をしている音です。鼓笛隊の朝練習は年間通してのことですが、特に運動会が近づき

練習に「力」が入っています。そして、あいさつがんばり隊の子どもたちの挨拶の声です。

今月は１年生と６年生が二人ずつ合計４名の子が日替わりで担当してくれています。これ

らの素敵な声や音を聞くと、子どもたちの「愛と熱と力」を感じると共に、「今日も子ど

もたちが朝からがんばっているな、私も挨拶がんばらないといけないな」というエネルギ

ーをたくさんもらうことができています。 

 これらの子どもたちの活動を支えているのが、担当指導者たちです。７時 45 分スタート

の朝練習は、教員の勤務時間より 30 分も早い時刻です。それでも子どもたちの運動会のた

めにと一心に思う、指導者の「愛と熱」によって、朝練習が支えられています。 

中学年の一輪車 

 駒本小の運動会の名物の一つが、中学年の一輪車による表現活動です。今年は、「Ｌ．

Ｅ．Ｐ」というテーマです。Ｌｏｖｅ（愛），Ｅｎｔｈｕｓｉａｓｔｉｃ（熱），Ｐｏｗ

ｅｒ（力）ということですね。１０年以上前から取り組んできている活動であるというこ

とですから、駒本小伝統の活動です。担任の先生方は、子どもたち全員が一輪車に乗って

演技し、その中で達成感を味わうことをねらいとして取り組んでいます。この活動を通し

て、子どもたちは体力を向上させると共に、物事に挑戦する力を高めていくことと期待し

ています。 

 休み時間や体育での練習の時間には、子どもたち同士が乗り方のコツを教え合ったり、

支え合ったり、励まし合ったりと、合うの心を発揮しています。この子どもたちの合うの

心に、駒本の「愛」であるやさしい気持ちを見いだすことができます。そして、子どもた

ちに寄り添いながら根気強く指導をしている教員の姿には、駒本の「熱」を感じます。運

動会当日には、子どもたちが笑顔に満ちた演技を披露してくれることと、とても楽しみに

しています。 

バディとチームは決して仲間を見捨てない  

 もう何年も前になりますが、海上保安庁の隊員を扱った「海猿」という映画がありま

した。その映画の中のテーマの一つとなっていたのが、この「バディとチームは決して

仲間を見捨てない」ということでした。その映画以来、宿泊行事や運動会の組体操など

の指導で子どもたちにこの言葉を示してきました。自分さえ良ければという考え方が多

い中、バディとして組んだ仲間、チームとなった仲間とともに、支え合い、助け合って

、決して仲間を見捨てることなく、目標を達成することの大切さを教えることができる

大切な言葉となっています。先日、組体操の指導に入ったときにも、５年６年の子ども

たちにこの言葉を指導しました。仲間と共に技を組み上げていくことの意味を、私たち

教員の使命感の「熱」として伝えていきたいものです。 

 


